
日清食品カップ 広島県小学生陸上競技交流大会 要項 
 

１ 主  催  広島陸上競技協会  
 
２ 後  援  公益財団法人日本陸上競技連盟、公益財団法人 安藤スポーツ･食文化振興財団  

広島県教育委員会 中国新聞社  
 
３ 協  賛  日清食品ホールディングス株式会社 
 
４ 期  日  2023年7月9日（日）競技開始 １０：００ 
 
５ 会  場  東広島運動公園陸上競技場 

〒739-0036 広島県東広島市西条町田口67-1 TEL 082-425-2525 
 

６ 種目及び参加人員  
性別 実 施 種 目 参 加 制 限 
男女  共通  男女混合４×１００ｍＲ 

（男子３名 女子３名） 
 広島市           ８チーム以内 
 福山市 呉市      
 東広島市 尾道市 
 廿日市市 安芸郡 ５チーム以内 
 上記以外の郡市   ３チーム以内 

男子  ５年 １００ｍ  広島市            
男女各種目それぞれ１８名以内 
  
 福山市 呉市       
 東広島市 尾道市 
 廿日市市 安芸郡 
男女各種目それぞれ１２名以内 
  
 上記以外の郡市   男女各種目それぞ
れ９名以内 
  

 ６年 １００ｍ 
 共通 コンバインドA ８０ｍＨ・走高跳  

コンバインドB 走幅跳・ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投   

オープン１００ｍ 

女子  ５年  １００ｍ 

 ６年  １００ｍ 
 共通 コンバインドA ８０ｍＨ・走高跳  

コンバインドB 走幅跳・ｼﾞｬﾍﾞﾘｯｸﾎﾞｰﾙ投   

オープン１００ｍ 

※ オープン１００ｍへはリレーの補員選手が出場できる（当日受付）。 
 
７ 参加資格条件 
        (1) 小学校５年生（2012年4月2日～2013年4月1日の間に生まれた者）・6年生（2011年4月2

日～2012年4月1日の間に生まれた者）に該当する児童で，2023年度日本陸上競技連盟登
録会員であること。また広島県小学生競技者登録（第１回）をしている者。 

                (2) 選手選考は，市・郡レベルの選考会を経たものであること。 
                  但し，悪天候，参加クラブチームが極端に少ない等のやむを得ない事情により選考会が

実施できなかった場合は，各市・郡陸協推薦書（様式は問わない）を添えて申し込むこ
と。また，広島陸上競技協会の推薦で，他の競技会等に参加するため，各市・郡レベル
の選考会に出場できない場合は，広島陸協推薦枠として，本大会の出場資格を得るもの
とする。（参加記録は，新年度における記録から選ぶ。） 

        (3) リレーチームの編成は，市・郡レベルの選考から編成したチームとし，メンバーの変更
はできない。同一団体であっても，ＡチームとＢチームは別チームと解釈する。 

        (4) エントリーは，リレーを含め，一人１種目のみとする。 
                (5) 「○○小学校」という所属名称での出場も認める。  
          
８ 競技規則及び方法 
        (1) 2023年度日本陸上競技連盟競技規則に準ずるが，児童である年齢を考慮した教育的配慮 

のもとに競技を進行する。 
        (2) 会場はオールウエザー走路であるので，火傷の危険があるため，素足での競技は禁止す

る。スパイクシューズは使用してもよい（平行ピンは９ｍｍ以下）。 
        (3) スタートはクラウチングスタートを原則であるが，スタンディングスタートも認める。 
           イングリッシュコールでスタートする。また100ｍ種目に関して準決勝は廃止してＡ決勝・

Ｂ決勝を設ける。 
        (4) リレー競技におけるバトンパスは，テイクオーバーゾーン内で行うこと。テイクオーバ

ーゾーンは基準点から手前20ｍ後ろ10ｍの合計30ｍとする。テイクオーバーゾーン外か
ら走り出してはならず、ゾーンの中でスタートしなければならない。 
オーダーは男子2名、女子2名で走順は自由。 

(5)フィールド競技  
①走高跳の跳び方は「はさみ跳び」とする。  
②走高跳は、自分が申告した高さから試技を開始し、同じ高さを２回失敗した時点で終了



とする。本大会は開始を90ｃｍ、その後115ｃｍまでは5ｃｍ刻みで上げ、115ｃｍから3
ｃｍ刻みで上げていく。 

③走幅跳、ジャベリックボール投は全員２回の試技とする。  
④ジャベリックボール投の助走距離は１５ｍ以内とする。  
⑤ジャベリックボール投の試技の際には、ボール本体を持ち、オーバーハンドスローで投

げることとする。＊羽だけを持って投げることは禁止する。 
(6)コンバインド競技  
  ①本大会におけるコンバインド競技は以下の順で行う。 

    コンバインド A：８０ｍハードル→走高跳   
コンバインド B：男子：ジャベリックボール投→走幅跳 
        女子：走幅跳→ジャベリックボール投 

②各種目の得点は、『JAAF 小学生混成競技得点表（2022）』による。  
  ※『JAAF 小学生混成競技得点表（2022）』は日本陸上競技連盟ホームページにて公開  
  ③８０ｍハードルと走幅跳における風速は得点・順位に影響しない。  

 ④１００点以下の記録は、すべて１００点とする。  
 ⑤スタートまたは試技を行ない、参考記録（８０ｍハードルにおけるオープン参加時の

記録）、記録無し、失格の場合は、５０点（参加点）とする。  
  ⑥スタートまたは試技を行なわない場合は、棄権とし、０点とする。  
  ⑦最初の種目で棄権した競技者は、２種目目には出場できない。  
  ⑧２種目の合計得点で順位を決定する。合計得点が同点の場合は、同順位とする。 

        (7)アスリートビブスは，主催者が準備したものを使用する。 
 
９ 申込方法  (1) アスリートランキングから申込（インターネットからアスリートランキングを検索）。

申込記録は地区予選の記録を記入する。地区予選が出来なかった地区は，申込記録は空
白とする。 

          別紙の申込手順を熟読して下さい。問い合わせ：指導普及委員 花守（090-8359-8245） 
 

チーム責任者    →      各郡市陸協（体協）   → （財）広島陸上競技協会 
・アスリートランキング    ・プリントアウトした申込書      6/16（金）〆切 
 でエントリー       ・予選会の記録一覧 
 
   
5/15（月）～6/5（月）〆切     6/12（月）〆切          

 
10 その他  (1)県予選会の各学年男女100ｍ・コンバインド種目・混成リレーの1位が全国大会に出場できる

ものとする。 
(2)全国大会は，9月16日(土)～18日(月・祝)に神奈川・横浜日産スタジアムで開催される。 

競技会は17日(日)。 
(3)全国大会では，広島県代表チームのユニフォームを着用する。  
(4)競技中の傷害について，主催者は応急処置のみとし，以後の責任は負わない。 

         本部でスポーツ傷害保険に加入するが，各チームでも加入すること。 
(5)個人情報のうち，選手名・学年・所属・記録などについて公開する。 
(6)大会当日，午前６時の時点で開催市に「大雨警報・洪水警報・暴風警報」のうち１つで 

も発表されている場合や，大会前日午後５時以降開始時までに開催市に「震度５弱以上の 
地震」が発生した場合には，大会を中止する。 

(7)悪天候等の事情で本予選会が実施できなかった場合は、以下のように対応する。 
1）選考対象は郡市予選会での記録のみとする。申込時の「最高記録」には，郡市予選会での最
高記録を記載する。（予選会なしの場合、最高記録欄は空欄にする） 

2）トラック種目は，風向・風力に関係なく，電気計時で測定している最上位記録者 1 名とする。 
同記録者が複数の場合は，抽選とする。 

3）各コンバインド種目は，風向・風力に関係なく，最上位記録者（点数）１名とする。 
同記録者が複数の場合は，抽選とする。 

4）コンバインド B のジャベリックボール投げは全国大会規格のジャベリックボールで測定した 
記録を選考の対象とする。（ソフトボールや規格が異なるジャベリックボールは選考対象外） 
ジャベリックボール規格 
  ジャべボール（Jave Ball）ＮＴ５２０１ 
  （株式会社 ニシ・スポーツ製）広島陸協に貸出用も有り 

(8)ウイルス性の感染症等や上記(6)に示す悪天候等を含む、競技会の運営および安全確保に支障 
をきたす不可抗力事態が発生、または発生する恐れがある場合は、主催者は必要に応じて大会中 
止、一部中止、日程変更、試技回数等を含む競技会の内容を変更することがある。 

       （9)全国大会出場者は以下の練習会・説明会に参加すること。 
９月上旬： 東広島運動公園陸上競技場 

       (10)個人情報等の取り扱いについて 
         ①個人情報の取得と使用について 
         本大会主催者は、個人情報保護に関する法律および関連法令等を遵守して個人情報を取り扱う。

なお、取得した個人情報は大会の資格審査、プログラム返送及び作成、記録発表、ホームへー
ジ、その他競技運営及び陸上競技に必要な連絡等に利用する。 



②映像・動画・画像の撮影と使用について 
本大会主催者及び日本陸上競技連盟いずれかが認めた報道機関や大会の協賛・後援の各団体が撮
影した大会の映像・動画・画像・記事・個人情報等を主催者および主催者が認めた第三者が大会
運営および宣伝等の目的で、大会ポスター・プログラム・パンフレット・大会報告等への使用、
およびテレビ・ラジオ・新聞・雑誌・SNS・ホームページ等の媒体に掲載することがある。 
 


